
車体課税の見直しについて� 

O 自動車重量税の当分の間税率の見直し

自動車議最税の当分の関税率について、� 1.500億円規模の負担

軽減を実施。

二今 燃費基準達成車は全て本則税率化

燃費基準未達成車については� 900円/0.5トン・年(注)の

減税 償〉自家用乗用車の場合� 

O エコカー減税の継続・拡充(自動車重量税、自動車取得税)

燃費基準を切り替えた上、エコカー減税について� 3年間継続

動車重量税については、特に環境性能に優れた自動車に対す

る毅減措置の拡充� 

O 第4次補正予算において、� 3，000億円規模のエコカー補助金を創

設。� 

O 自動車取得税及び自動車重量税については、「廃止、抜本的な見直

しを強く求める」等とした平成� 24年度税制改正における与党の重点

要望に沿って、国・地方を通じた関連税制のあり方の見直しを行い、

安定的な財源を確保した上で、地方財政にも配慮しつつ、鰭m 山、

負担の軽減、グリーン化の観点から、見直しを行う O 



自動車重量税の見直し案� i 
O 自家用乗用車の場合の税率CO.5t・年あたり)� 

6，300円� 

「 
1
1
1
1

ー・当分の間税率ーーーー5，000円� 

4，100円� 

2，500円

次世代自動車(※1)及び ~旬、旬、................_2015年度燃費基準等未達成車 経年車 経年車� 
2015年度燃費基準等達成車 (13年超)� (18年超)

車検1回目� 車検2回目� | 車検3回目� | 車検4回目� 
(-3年) (-5年� (-7年 以降

次世代自動車及び� 
免税�  50%軽減� 

50%軽減

2015年度燃費基準� i※1 次世代自動車

+20% 等� ・電気自動車
・フ。ラグインノ¥イブリッド自動車� 

2015年度燃費基準� ※2 ・クリーンデ、ィーゼ、ル乗用車

+10% 等� ・天然ガス自動車
・ハイブリッド自動車� 
(2015年度燃費基準+20%2015年度燃費基準
超過達成のものに限る)

達成等�  

※2車検証の交付等の時点において一定の燃費基準等(現時点では2015年度基準:自動車の燃費基準等の切り
替えに応じ変更)を満たしている車については、本則税率を適用。



 

 

 

 

区 分 自動車取得税の軽減率等 

次世代自動車（注）及び 
2015 年度燃費基準 ＋２０％ 

免 税 

2015 年度燃費基準 ＋１０％ ７５％軽減 

2015 年度燃費基準 達成 ５０％軽減 

2015 年度燃費基準 未達成 当分の間 

 
 注：「次世代自動車」とは、電気自動車、燃料電池車、プラグインハイブリッド車、天然ガス自動車（平成 21 年排出ガス 

基準＋10％達成）、ハイブリッド自動車（2015 年燃費基準＋20％超過達成のものに限る）及びクリーンディーゼル乗用車。 

 

 

エコカー減税の再編案 

＜自動車取得税＞ 



〔趣旨〕

・環境対策の観点から、環境性能の改善が進んできた最新の車に対する需要減、自動車ユーザーの保

有期間の長期化ヘ対応。裾野の広い自動車産業の活性化は、景気の早期回復にも不可欠。

。環境性能の良い新車の購入促進策により、環境対策と景気対策を効果的に実現。

〔概要〕 

O乗用車(登録車・軽)及び重量車(トラック・バス等)について、購入補助を実施。

-期間:約 1年 0

・金額:3，000億円を使用する案を検討中。

・補助単価:登録車で10万円程度を検討中。


